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湘南
育したと報告している ミズベトガリネズミ
を成功させており 他にも は同一個体を 年間飼
飼育下で生存させることが困難であったカワネズミ の飼育に必要な条件
を明らかにするため 輸送方法 飼育装置 水浴びの必要性 給餌内容について検討した 輸
送方法については 十分に給水するとともに隠れ場として巣箱を与えると衰弱が抑えられた 飼育装置につ
いては 飼育個体の脱出 こぼれた水による環境悪化 清掃 給餌中にストレスを与えてしまう問題があっ
た しかし 蓋をバックルで固定し 水漏れが全体に広がらないように 台つなげた連結ケ ジにすること
で改善できた 本種は水浴びを好んだが 半年程度の飼育では必要なかった 給餌内容については ミルワ
ム 水生昆虫 魚類に対して高い嗜好性がみられたが これらの餌では体重を維持できなかった 他方 ス
ンクス用飼料を与えた時には嗜好性が低いものの 体重が安定して半年以上飼育できた 以上のことから
本種の飼育には輸送中に十分な水と隠れ場を与えること 水浴びさせないこと 清掃 給餌中にストレスを
与えないこと および水分含量の少ない餌を与えることが重要であると考えられた
カワネズミ 飼育技術 実験動物 動物園展示 半水生
カワネズミ は食虫目トガリ
ネズミ科の小哺乳類であり 本州および九州の渓流に生息 カワネズミ 頭 頭 頭 性別不明 頭 を用
する半水生の日本固有種である 類似した生態の種は国 いた 供試個体は神奈川県 頭 東京都 頭 および
内ではみられない したがって 動物園展示の対象動物と 三重県 頭 の渓流においてカゴワナで捕獲した ま
して利用価値が高い また 半水生適応した本種は他種と た 比較対象としてジネズミ 頭
は異なった生理的特性を示す可能性が高い 飼育技術が確 頭 頭 およびスンクス 頭 頭 頭 を
立され 飼育下繁殖に成功すれば ジャコウネズミ 実験 同様の実験に供した ジネズミは静岡県 頭 および東京
動物名 スンクス やヒメコミミトガリ 都 頭 においてシャ マンライブトラップによって捕
ネズミ 実験動物名 パルバ に次ぐ新し 獲した スンクスは日本クレア株式会社より実験動物化さ
い食虫目実験動物としての利用が期待できる れた嘔吐低感受系統 週齢を購入した
しかし カワネズミでは長期間の飼育に成功した例がな なお供試個体の捕獲には 神奈川県 第
く これまでは 週間程度の飼育で死亡していた 一 号 第 号 第 号 第
方 同じ半水生小哺乳類であるヨ ロッパミズトガリネズ 号 東京都 第 号 三重県 第
ミ においては が飼育下繁殖 号 および静岡県 富農森第 号 から鳥獣捕
獲許可を得た 飼育実験には東京農業大学動物実験委員会
から承認を得た 承認番号
についても が最長 年間飼育し
たと報告している これらの報告では大きな飼育装置を使
用しており 多様な餌を与えていた そこで本研究は 生 捕獲したカワネズミは車両で輸送した 輸送に使用した
息地から飼育施設までの輸送方法 取り扱いの容易な飼 ケ ジは以下の 種類である 輸送に要した時間は三重県
育ケ ジ 水浴びの必要性および 給餌内容について 産を除き 分 時間であった
検討し カワネズミの長期飼育に必要な条件を明らかにす 輸送ケ ジ 容量 のプラスチック製容器を使用し
ることを目的とした た この容器は円筒状で 蓋に通気穴をあけた 容器内の
割程度を木材チップで満たし 餌としてアジ 尾あるい
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Sorex palustris
Chimarrogale platycephala
Chimarrogale platycephala
Chimarrogale platycephala
Crocidura dsinezumi
Suncus murinus
Cryptotis parva
Neomys fodiens
Chimarrogale platycephala
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はワカサギ 尾ほどを入れ 給水はしなかった
輸送ケ ジ 容量 のプラスチック製容器を使用し
た この容器は小動物飼育用の簡易な水槽で 蓋は細かな
網目になっている 容器内に木材チップを厚さ 程度
敷き 餌としてアジ 尾あるいはワカサギ 尾ほど 給水
器として水を浸したスポンジを詰めたペットボトルの蓋を
個入れた
輸送ケ ジ 容量 のプラスチック製容器を使用
した 側面と蓋に通気穴をあけた 容器内に木材チップを
厚さ 程度敷き 隠れ場として巣箱 餌としてアジ
尾あるいはワカサギ 尾ほど 給水器として水を浸したス
ポンジを詰めた のプラスチック皿および小鳥用給
水器を入れた
ジネズミについては輸送ケ ジ あるいは金属製の
ケ ジ を用いて車両で 時間以上かけて
輸送した
一般的なアクリル製 規格水槽
で 頭の単独飼育を試みた 水槽には通気性を確保した木
板を載せて蓋とし その上に重石としてレンガ 個を載せ 半水生である本種においては水浴びや潜水行動が生存に
た 水槽の中には巣箱 餌容器 水容器 小判型陶器皿 欠かせない可能性がある そこで どのような水場を設け
および床材 木材チップおよびミズゴケ を入れた ればよいか検討するため 頭を 種類の水条件で単独飼
餌としてミルワ ム 水生昆虫 カワゲラ ガガンボ 育し 水利用行動を観察した 観察中は連結ケ ジで飼育
フタスジモンカゲロウ トビケラおよびヘビトンボなどの した 水条件 ではプ ルに水を入れず 給水器
幼虫 サワガニ 直翅目の数種 アジ ワカサギ 生きた プラスチック製小鳥用サイフォン給水器 のみに水を入
魚 アブラハヤ オイカワ ドジョウおよびヒメダカ ブ れた 水条件 では 日目からプ ルに水を入れ 常時給
タの心臓 ネコ用生餌およびイヌ用生餌から 適宜組み合 水器に水を入れた 水条件 では最初の 日間と 日目
わせて与えた 以降は給水器のみに水を入れ 日目はプ ルのみに水
この水槽による飼育は 飼育個体が死亡するまでおこな を入れた
た 飼育中は毎日 時の間にケ ジを清掃し 食べ残 餌はアジを基本として 種類の組み合わせで与えた
された餌を記録するとともに 餌と水を交換した 飼育環 この観察は飼育個体が死亡するまでおこなっ
境は室温 照明条件 に設定した た 飼育中は毎日 時の間にケ ジを清掃し 飼育個
体の体重と食べ残した餌を 単位で計量するとともに
餌と水を交換した 飼育個体の体重は連結パイプにスポン
飼育個体が水をこぼしても 環境悪化がケ ジ全体に広 ジで閉じ込め パイプを取り外して計量した 飼育室温
がらない飼育ケ ジの構造を検討するため 通気穴を多数 平均 照明条件 に設定した
あけた連結ケ ジを用いて 頭を単独飼育した
連結ケ ジは容量 のプラスチックコンテナ 本種の生存に水浴びが必要であるか検討するため
を 台繋いだものである 通気性を確保するた と同じケ ジを用い プ ルに水を入れず 飲み
め この実験では連結パイプの素材にメッシュネットを用 口の小さなサイフォン給水器のみで水を与える条件におい
いた ケ ジの蓋はコンテナ付属のバックルで固定し 巣 て 頭を単独飼育した その他の条件は と同様とした
箱および床材 木材チップとミズゴケ を入れるコンテナ
と プ ルおよび餌容器を入れるコンテナを分け プ ル
以外に水容器を入れなかった また より大きな水場を与 供給や取り扱いが容易で飼育個体の体重が安定する給餌
えた際のケ ジ内の汚れ方を観察するため 頭は飼育 内容を検討するため 前述の水浴びできない条件での飼育
日目から もう 頭は 日目から水を入れた 規格 において 異なる給餌内容に対する体重変化を観察した
水槽をケ ジに繋ぎ コンテナ内のプ ルは空のままとし 餌はアジ ミルワ ム コオロギおよびスンクス専用飼料
た 増設した水槽は毎日 回全換水し 餌として全長 日本クレア株式会社製 以下ペレット を使用し 種類
程度の金魚 尾を入れた 実験は飼育個体が死亡するま の組み合わせを与えた また カワネズミの給
でおこなった その他の飼育条件は と同様とした 餌内容に対する体重変化の比較対象として同じ食虫目であ
るジネズミ 頭とスンクス 頭を 日間飼育した ジネ
規格水槽を用いた飼育
水浴びの必要性検討
水利用行動の観察
連結ケ ジの実用性検討
水浴びできない条件での飼育
給餌内容の検討
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connecting pipe ; d, food feeder ; e, water
: L
cm
: L
cm
mL
Improved cage to prevent deterioration
by spilled water
cm a, water pool ; b, nest box ; c, removable
feeder
cm cm
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Table
L : D
. g
. L : D
Fig.
L . a
cm Fig.
a
cm
cm
Table
Fig.
a
b
-
, -
/
+ -
-
- ,*
+ +
-
,/*
-
+2 / / +,
0* 0* -* -0
2
+
. -
+ +
, /
- / +*
/ 3
++ +- .
+
,* - +, +, ++ +-
* /
+-
,3 +3 / +, +,
, +
,* -0 ,- /
,- , +
/
+ ,
+ -1 -*
+ . 3
+* +
- , -+
+
カワネズミ の飼育技術開発
ジネズミについては 輸送中は一貫して落ち着いた様子
で すぐにミルワ ムを採餌した しかし 輸送中に水は
飲まなかった
ズミには最初の 日間練りペレットを それ以降は乾燥ペ この水槽で飼育した 頭はすべて 日以内に死亡した
レットを与え スンクスには乾燥ペレットのみを与えた このうち 日以内に死亡した 頭は輸送中にすでに衰弱し
餌と排泄物の湿重量および乾重量は次の方法で計量し ていた また 日目に死亡した 頭は輸送中に衰弱して
た 湿重量は上皿秤を用いて 単位で計量した値とし いたが そのまま飼育ケ ジに移したところ翌日には回復
た また 餌の各組み合わせおよび排泄物を で乾燥さ した この個体の死因は不明であった 頭は水槽からの
せて 時間ごとに計量し 減少しなくなった値をそれぞれ 脱出が原因で死亡した
の乾重量とした ただし 飼育個体が採餌した乾重量につ 飼育中の行動については 輸送中と同様に跳躍行動がみ
いては 湿重量とそれぞれの水分比率から算出した られた 跳躍の高さは前肢が水槽壁面の高さ約
の部分に届く程度で 高さ の巣箱の上から跳躍する
と数十回に 回程度は高さ の水槽の縁に前肢が届
体重を毎日計量することによる保定ストレスを観察する くことがあった 水槽の縁につかまると 懸垂状態でぶら
ため 給餌内容の検討に供した 頭のうち 頭に対して 下って蓋の隙間に鼻を挿し入れようとし 数秒後に落下し
それぞれ 日間の計量休止期間を設けた た 跳躍行動は全個体が数十分で収まったが 飼育者の動
きに驚くと再開した また 本種特有の行動としてどの個
体も落ち着くとすぐに水に入り 水中を鼻先で探る行動
や 体ごと水に浸かってじっと動かない行動がみられた
捕獲罠の中で発見された時点では全個体が活発に動いて 水に入っている間や 出た直後には毛づくろいをした こ
いた また 全個体が輸送ケ ジに移す作業中と 移した のような水利用行動によって水がこぼれるため ケ ジ内
後にパニック状態で激しく暴れ 巣箱などの隠れ場があっ の環境を良好に保てず 頻繁に清掃する必要があった し
ても利用せず 跳躍を数十秒間繰り返して動かなくなり かし アクリル水槽は重く 頻繁な清掃が困難であった
数分間静止するとまた跳躍する行動を繰り返した 静止し 餌については与えた餌の全種類を採食した ミルワ ム
ている時は脚で体を支えきれないほどで 手で触っても反 水生昆虫の幼虫および魚類に嗜好性が高く これらを同時
応できない衰弱状態であった 頭中 頭は数分で落ち に与えると鼻先の感覚毛に触れたものから順にその場で捕
着き 輸送中であっても巣箱内や壁面と巣箱の隙間 床材 食した 感覚毛にはサイズが大きくて動く餌が触れやす
の中での休息 あるいは採餌や飲水をした しかし 頭は く 最優先して捕食されたのは生きた魚であった
パニック状態が収まらず 次第に静止する時間が長くな
り 最終的には静止し続ける状態まで衰弱した このよう
に ストレスに対する反応には個体差がみられた 連結ケ ジで飼育した 頭は 日目および 日目に死
輸送中に衰弱した 頭のうち 頭は回復せず 日以内 亡 原因不明 した 日目に死亡した個体は輸送中に衰弱
に死亡した 輸送ケ ジごとにみると 大きな していたが 飼育ケ ジへの導入後は回復した
輸送ケ ジで水がこぼれにくい給水器と巣箱を入れた輸送 両個体とも水場をすぐに利用して潜水した 水槽内で生
ケ ジ を使用した場合に衰弱した個体は 頭中 頭だ きた魚を捕まえたときは 水面上の足場やパイプ内まで運
けで 飼育ケ ジに移してから 日以内に死亡した個体は んで食べた このため 足についた糞や餌の食べ残しが水
頭のみであった に流入して汚れたが その水を飲むことがあった また
規格水槽を用いた飼育
保定ストレスによる体重変化
捕獲地からの輸送
連結ケ ジを用いた飼育
結 果
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Food items supplied during test of reac- No. of debilitated and/or dead animals
tion to water and food conditions by transport
. g
cm
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Chimarrogale platycephala
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体についた水で連結パイプ内が濡れたが 連結パイプの中
央部にメッシュネットを使用していたため通気性が良く
巣箱と床材を入れたケ ジの環境は比較的良好に保たれ
た プラスチックコンテナは軽く コンテナとパイプをそ
れぞれ分離できるため規格水槽よりも給餌 清掃作業が容
易であった また 清掃や餌交換時には 作業中でないコ
ンテナに飼育個体が退避できるため 規格水槽での作業中
よりもカワネズミは落ち着いた状態であった
この観察をおこなった 頭はそれぞれ 日以内 日
目 日目 日目に死亡した 日以内に死亡した 頭
は輸送中にすでに衰弱していた 日目に死亡した 頭は
体重計量時に逃走し 衰弱して翌日死亡した 残
り 頭の死因は不明であった
輸送中に衰弱していた個体を除く 頭の採餌量は
日で 多い日には体重以上の を採
餌した 日目 日目 が 体
重は緩やかに減少した 給水条件の変更時に体重
の急激な変動はなく 水条件ごとの体重の推移に違いはな
かった
水場の利用については プ ルに水を入れた 頭ともす
ぐに水に入り 水面を泳ぐ行動 潜水 水中を鼻先で探る
行動 体ごと水に浸かってじっと動かない行動 毛づくろ
いがみられた プ ルに水を入れず 給水器のみで水を与
えた場合でも すぐに衰弱して死亡するということはな
かった 給水器しか利用できない場合は 飲み口に顔を挿
し入れて水滴を付け その水を口や手で体の各部に移して
毛づくろいした この行動はプ ルに水を入れている間に
はみられなかった その他の行動は水条件ごとに違いはな
かった
水浴びできない条件で長期間飼育した 頭のうち 輸送
中に衰弱した 頭を除く 頭は 日間の実験期間
中に死亡しなかった
飼育中は 体重計量休止期間直後を除いて飼育開始時の
体重以下で推移した どの個体も当初からアジや
ミルワ ムに嗜好性が高かった 一方で 乾燥ペレットお
よび水練りペレットに対しては嗜好性が低く アジやミル
ワ ムを与えると においを嗅ぐだけで採餌しなかった
そこで 水練りペレットにアジやミルワ ムを混合したと
ころ これを食べるようになり 最終的にはどの個体も乾
燥ペレットのみを採餌するようになった 体重および採餌
量の大幅な減少がみられたのは 飼育開始直後および乾燥
ペレットへの変更時で その後緩やかに減少前の体重と同 を採餌したときに最も多く 最も少なかったのは 乾燥
程度に戻って維持した ペレット 日 を採餌したときであった
飼育個体が採餌した湿重量は アジ 平均 乾重量においては 間およ
日 および アジ ミルワ ム 日 び 間にのみ有意な差があった
水浴びの必要性検討
水場利用行動の観察
水浴びできない条件での飼育
給餌内容の検討
給餌内容と体重変化
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Fig. b
Fig. a, c
.
g Fig. . . g
Fig. a, ; Fig. c,
Fig.
Fig.
Body weight and food consumption of
three individuals (a-c) at dif-
ferent water supply conditions
, body weight ; , wet weight of food ;
, dry weight of food
D
Fig. . . g Fig. ,
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カワネズミ の飼育技術開発
すなわち 採餌した湿重量は餌の種類ごとに異 なくなったのは それぞれ飼育開始から 日目で そ
なったが 乾重量は一定で であった れまでは数日ごとに場所が変わった
日の排泄量については 毎日巣箱内にのみ排泄する個
体の排泄物のうち 尿を含む固形物を計量したところ 湿 比較対象として飼育したジネズミ 頭とスンクス 頭は
重量の平均 は 日で 乾重量の 日間の実験中に死亡しなかった ジネズミは 頭ともミ
平均は 日であった ルワ ムや練りペレットをすぐに採餌し 体重および採餌
量は飼育開始直後から増加した スンクスは 頭
飼育中の行動には以下のような個体差があった どの個 とも飼育開始直後に体重が増加し その後は採餌量ととも
体も 日 回の世話をおこなう際に飼育者の動きに驚くと に安定して推移した 両種とも 飼育開始直後か
狭い間隙に逃げ込み 鼻先だけを出して周囲を伺う行動が ら飼育者の在室中にも採餌した カワネズミにみられた跳
みられた このとき 頭中 頭は必ず高い音で鳴いたが 躍行動は両種ともみられなかった 高い鳴き声については
頭は 日に 回ほどしか鳴かず 頭は 度も鳴かな スンクスにはみられたが ジネズミにはみられなかった
かった また 頭中 頭は飼育の長期化にともなって警 両種とも給水器は飲水に利用するのみで 水を利用した毛
戒心が薄れ 飼育者が他個体の餌を交換する間などに採餌 づくろいはみられなかった 排泄については カワネズミ
や毛づくろい 巣での休息をおこなうようになった この ほどの顕著なタメ糞行動はみられなかった また 目視す
頭が飼育者の作業中に採餌するところを初めて確認した る限りでは 排泄物中の水分がカワネズミよりも少なかっ
のはそれぞれ 日目 日目 日目であった 一方 た 巣箱内から回収したスンクス 頭の排泄物の湿重量は
で 頭は飼育者の在室中に退避場所から出てくることは 雄が 雌が で 乾重量は 頭と
なかった 頭中 頭は ヵ所 頭は ヵ所の決まった場 も であった
所で排泄した ただし 排泄場所が決まった場所から動か
他種との比較
行動の個体差
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Fluctuations of body weight and food consumption of in captive condition
, body weight ; , wet weight of food ; , dry weight of food
Change of body weight and food consumption of an individual in captivity
while changing food items
, body weight ; , wet weight of food ; , dry weight of food
p .
. . g Fig.
SD . . g n
. . g n
Fig.
Fig.
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. g
Chimarrogale platycephala
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日間飼育した 頭の 計量休止前の期間におけ
る体重変化の平均 は それぞれ 日
日 日 日であった また 計
量休止直前の体重は 頭とも飼育開始時と比べて減少して
おり 減少量はそれぞれ であった
一方 飼育個体 頭中 頭について計量休止期間を設け
たところ この期間中は体重が増加した 休止期
間中の体重増加量は それぞれ で 頭は
飼育開始時の体重と同等まで回復した この期間 しい運動による生理的ストレスは 天井を低くし退避先を
の体重変化の平均は それぞれ 日 日 与えるだけでは防げないだろう このため 次のような配
日であった 慮が必要であると考えられる
計量を再開した期間の体重変化については 頭は増加 本研究の結果から 輸送中の衰弱を防ぐためには 十分
を続けたが 頭は減少した 例 日目 な量の飲み水を常に供給することが重要であるといえる
この期間の体重変化の平均 はそれぞれ 一方で スンクスの輸送に対しては 基本的に餌から水分
日 日 日であった 最も体重変 を摂取させ 日間以上の輸送時にのみ給水器を与える必
動の幅が大きかった個体の 日間で記録された最小体重 要があるとされており 輸送中の給水について特に配慮
は で 最大体重は であった する必要はないと思われる 野生のジャコウネズミの輸送
についても同様である ジネズミにおいても輸送中に採
餌はしたが 飲水はしなかった また 本研究で飼育した
これまでカワネズミは最大 日間の飼育で死亡してお カワネズミの排泄物の水分含量は 同条件で飼育したスン
り 本研究においても当初は 日間程度の早期に死亡 クスよりも多かった したがって 本種には平常時でも他
していた 早期の死亡を防ぐためには以下のような条件が 種より多くの水分を摂取する傾向があると考えられる
重要であると考えられた
がヨ ロッパミズトガリネズミを飼育した
輸送中の反応は 脱出しようとしてパニック状態で跳躍 ケ ジと がミズベトガリネズ
を続け 衰弱死するほどであった したがって ケ ジの ミを飼育したケ ジは どちらもワイヤ メッシュを張っ
天井を低くすることで跳躍を防ぎ ストレスを軽減するた た木枠を蓋として用いており 飼育個体が天井に触れられ
めに隠れ場を与え 物陰で静止させる必要がある しかし る高い位置に足場があるにもかかわらず 蓋を設ける以外
本研究の結果から 輸送ケ ジに移す作業中と 直後の激 に脱出防止の対処をしていない 一方で本研究の結果か
保定ストレスによる体重変化
飼育中の脱出防止
輸送中の配慮
考 察





 
    
      
 

  
 
  
 	  	   
 
  
      
    
 	      
 
   

  

  
 

 
   
 
   
  





 
 



 





  224
,
ICHALAK
USZTAK AMPBELL
Daily food consumption (mean) of di erent
food items
Body weight and food consumption ofSD . . g .
(a) and. g . . g . . g
(b)
, body weight ; , wet weight of food ;
. g, . g, . g, . g , dry weight of food. Food types of W
and W are shown in Table
Fig.
. g, . g, . g
Fig.
. g . g .
g
Fig.
SD . . g
. . g . . g
. g . g Fig.
M
G and C
Crocidura dsinezumi Suncus muri-
nus
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藤本竜輔 奥本雅彦 安藤元一 カワネズミ
カワネズミ の飼育技術開発
子安和弘 日本産トガリネズミ亜科の自然史 食虫類
の自然史 阿部永 横畑泰志 編 比婆科学教育振興会
広島
阿部 永 カワネズミの捕獲 生息環境および活動
哺乳類科学
小林峯生 カワネズミは川鼠 飼育観察と分布調
査 自然
における生体捕獲罠の開発 日本哺乳
類学会 年度大会講演要旨集
織田銑一 入手 採集と輸送 スンクス 実験動物と
しての食虫目トガリネズミ科動物の生物学 織田銑一 鬼
頭純三 太田克明 磯村源蔵 編 学会出版センタ 東
京
東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林 東
京大学演習林気象報告 自 年 月至 年 月
演習林 東大
藤原 仁 ヒルを食うカワネズミ 比婆科学
今泉吉晴 北垣憲仁 カワネズミの狩り行動の水生
適応とその生態学的意味 都留文科大学大学院紀要
や両生類 陸生無脊椎動物を捕食するとされている
ら 蓋をしない または載せるだけの蓋を用いる場合 カ 物園展示や生理学的実験において 実用的に十分な飼育期
ワネズミが跳躍しても届かないと思われる高さ 足場から 間と思われる
以上 を確保できるケ ジが必要と考えられた 十 しかし 本研究で飼育したカワネズミには輸送中の衰弱
分な高さのケ ジを使用できない場合は バックルなどで や 飼育開始 給餌内容変更 保定ストレスによる体重減
蓋を確実に固定できる構造が望ましい 少がみられた 一方で ジネズミおよびスンクスにはこの
ような反応はみられず 行動面でも飼育状態によく適応し
た すでに実験動物化されているスンクスが飼育状態によ
カワネズミが飼育下ですぐに死亡してしまう原因とし く適応しているのは当然であるが ジネズミも同様であっ
て 小林 は飼育室温が生息地の渓流と比べて高すぎるた たことから カワネズミは他種と比較しても適応性が低い
めであるとしている 渓流の気温は 東京大学秩父演習林 といえるだろう
を例にとると年平均 付近である 一方で 本研究で 本種は山地渓流の流水環境に沿って数百 以上の行動圏
は特に保冷に配慮せず 室温 平均 で長 をもつ このため 潜水および探索行動は本種の基本的
期飼育をおこなった がミズベ 欲求であると思われる このような欲求を狭い空間である
トガリネズミを室温 で長期飼育したことからも 飼育装置でいかに満たすかについては今後の課題である
温度条件は特に大きな問題ではないと思われる
本研究には乾太助記念動物科学研究助成基金から助
成を受けた 和光高校高等部 大澤進教諭にはジネズミを
本研究の結果から カワネズミは水浴びを好む性質がみ 提供していただいた 東京農業大学農学部バイオセラピ
られたが 半年以上水浴びさせずとも生存に支障はないこ 学科野生動物学研究室 奥本将彦 佐戸鈴之助の各氏には
とが明らかになった がヨ ロッパミズトガ 捕獲 飼育作業に協力いただいた 各氏に厚く御礼申し上
リネズミを飼育下繁殖させた方法においても 水泳 潜水 げる
が可能な水場を設けていない 飼育個体の水浴びは 水を
こぼしてケ ジ内の環境を悪化させる原因になるため 水
浴びさせずに飼育することが望ましい
採餌した湿重量は 日あたり 体重比
で餌の種類によって異なったが 乾重量はほぼ一定
で 毎日 程度を採餌した 嗜好性の高いミルワ ムの
みで乾重量 を採餌させようとすると 日約 匹必
要であり 現実的でない 水生昆虫も安定供給が難しいた
め不適切である 魚類はアジ 尾でも乾重量 以上を確
保でき 安定供給できる しかし これらの嗜好性の高い
餌では体重が維持できなかった
一方で ペレットは嗜好性が低いものの 乾燥ペレット
の単独給餌では体重が安定した 嗜好性が低い点について
は 嗜好性の高い餌を混合することで適応させることがで
きた また 乾燥ペレットは取り扱いが容易で品質も安定
しているため 給餌内容による生理的な変化も抑えられる
だろう
他方 本種は野生下で水生無脊椎動物を中心として魚類
すなわち 渓流周辺で手に入るすべての動物質を利用して
いると考えられるが これらの餌は一様に水分含量が多
い 本研究でも水分含量の多い餌に対して高い嗜好性がみ
られたが このような餌では体重を飼育下において維持で
きなかった理由は不明である
以上示したように カワネズミは小さな飼育装置によっ
て水浴びをさせなくとも半年以上の生存が可能であること
が明らかになった 頭を半年以上飼育できることは 動
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** JA SHONAN
UJIMOTO ATO NDO GAWA
: With aim of developing a long-term rearing method for the Japanese water shrew
we investigated the ) transport techniques, ) appropopriate design of rearing
cage, ) necessity of bathing and ) food items. Debilitation of the animal during transport was avoid-
ed by giving enough water and nest box. Escape of the animal from the cage was prevented by ﬁrmly
closing the lid cover. Although the animal preferred bathing in a water pool, bathing was not an in-
dispensable component of its life as it successfully survived in the cage for more than half a year
without bathing. The inside of the rearing cage was often soaked by spilled water, but this problem
was settled by using two connected cages. Two connected cages were e ective to avoid disturbance
during cage cleaning and food exchange. The favorite food items of the animal were mealworm,
larvae of aquatic insects, and ﬁsh. Given those food items only, however, the animal gradually lost its
original body weight. In contrast, the animal maintained a stable body weight for more than half a
year when dry suncus-pellets were given, although it was not a favorite food item. From these ﬁnd-
ings, we concluded that the animals could be protected from stress and kept for more than half a year
by ensuring the following four essential conditions : ) giving enough water and shelter during
transport, ) using cage witch avoids water spillage, ) prevent the animal from bathing, and ) feeding
substantial food items.
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